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関東理工系大学の 1～4 年生男女 171 人(男：154
人、女：17 人)を対象とし、2017 年度前期(4～7 月)
に e ヘルスリテラシーを評価する質問紙調査を健





















には、eHealth Literacy Scale(eHEALS)日本語版 7)

































第 1 回  授業ガイダンス 
第 2 回  肥満の定義と測定・評価（事前調査） 
第 3 回  肥満の予防・解消 
第 4 回  高齢者の体力づくり 
第 5 回  喫煙と健康 
第 6 回  飲酒と健康 
第 7 回  エイズの予防 
第 8 回  レポートの記述方法（中間調査） 
第 9 回  ストレスへの対処① 
第 10 回 ストレスへの対処② 
第 11 回 睡眠と健康 
第 12 回 身体活動と健康 
第 13 回 食生活と健康 
第 14 回 健康の概念（事後調査） 
第 15 回 レポートの個別指導および質疑応答 































±4.7 点となり、受講開始時点から 5.6 ポイントの
上昇がみられた。その後、後半 6 回の受講後に調査
を実施した結果、e ヘルスリテラシー得点は 29.4±












































































平⽅和 ⾃由度 平均平⽅ F値
調査時期 4989.886 2 2861.189 182.8864 ***
被験者 3628.781 266 15.645
誤 差 5638.957 133 42.398
全 体 14257.624 401
*：ｐ<0.05 ,  **：ｐ<0.01,  ***:p<0.001








点が 32 点となった場合 e ヘルスリテラシーは 5 段
階中 4 段階のレベルとなる。しかし、受講終了時の
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